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全
公
民
館
等
へ　

全
公
民
館
等
へ　

W
i
W
i︲︲F
i
F
i
環
境
を

環
境
を

整
備
整
備

設
置
費
用　
4
5
0
万
円

利
用
料
負
担
3
4
0
万
円

　
災
害
時
に
携
帯
電
話
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回

線
が
混
線
し
た
場
合
で
も

被
害
情
報
の
収
集
や
安
否

確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
避
難
所
と
し
て
も
通

信
手
段
を
確
保
し
、
避
難

者
が
安
心
安
全
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
各
地
区
の
公
民

館
分
館
等
に
w
i
︲
F
i

環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。

問　
分
館
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
つ
け
た
い
場
合
に
も
対

多くの新規事業が予算化へ多くの新規事業が予算化へ
歳入▶︎自主財源は昨年度より25億円強の増額を見込む

応
で
き
る
の
か
。

答　
今
回
整
備
す
る
W
i

︲
F
i
の
ル
ー
タ
ー
か
ら

回
線
を
引
け
ば
設
置
は
可

能
。乳

児
の
１
カ
月
健
診

乳
児
の
１
カ
月
健
診

に
町
費
用
負
担

に
町
費
用
負
担

妊
婦
乳
児
一
般
健
診
委
託

1
2
0
0
万
円

　
現
在
、
生
後
3
カ
月
か

ら
11
カ
月
の
間
で
使
用
で

き
る
乳
児
一
般
健
康
診
査

受
診
券
に
加
え
、
新
た
に

1
カ
月
児
健
康
診
査
受
診

の
補
助
券
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

問　
目
的
は
。　

答　
子
育
て
に
不
安
が
あ

総額299億7,736万円

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
物
価
高
や
人
件
費
の
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
予
算
は
過
去
最
大
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
建
物

維
持
、
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業
等
に
多
く
の
予
算
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
事
業
を
中
心
に

掲
載
し
ま
し
た
。

一般会計・特別会計・企業会計一般会計・特別会計・企業会計

令和令和７７年度予算を 審議年度予算を 審議

る
保
護
者
の
早
期
把
握
と

支
援
が
可
能
に
な
る
。

問　
産
後
う
つ
の
症
状
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
保
健

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
い

く
の
か
。

答　
出
産
し
た
病
院
で
健

診
を
受
け
た
際
、
心
配
な

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
病

院
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に

も
連
絡
が
入
る
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
に　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
に　

  

１
時
間
５
０
０
円
の
補
助

１
時
間
５
０
０
円
の
補
助

21
万
６
千
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）

事
業
は
会
員
制
の
助
け
合

い
活
動
で
地
域
住
民
が
子

ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
等

を
行
う
子
育
て
支
援
事
業

で
す
。
事
業
促
進
の
た
め

補
助
金
が
創
設
さ
れ
、
預

け
た
い
方
の
負
担
が
軽
減

し
基
本
料
７
０
０
円
か
ら

６
０
０
円
に
、
預
か
る
方

に
１
時
間
５
０
０
円
を
補

助
、
サ
ポ
ー
ト
料
金
は

１
時
間
７
０
０
円
か
ら

１
１
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。

問　
基
本
サ
ポ
ー
ト
料
金

は
最
低
賃
金
を
見
越
し
た

設
定
か
。

答　
最
低
賃
金
よ
り
上
ま

わ
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

運
用
す
る
中
で
、
見
直
す

部
分
が
あ
れ
ば
見
直
す
。

予
算
を
審
議
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一口
メモ

TNR活動とは…野良猫の繁殖活動を抑えるために、「T（Trap）罠を仕掛け捕獲す
る、N（Neuter）避妊・去勢手術を行う、R（Return）元の場所に戻す」活動です。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
町
補
助

接
種
に
町
補
助

定
期
接
種　
３
０
０
万
円

任
意
接
種　
２
５
０
万
円

額
な
た
め
独
自
の
補
助
金

を
設
け
る
自
治
体
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
４
月
よ

り
定
期
接
種
と
な
り
、
町

は
、
50
歳
以
上
の
接
種
希

望
者
へ
、
国
の
補
助
金
に

上
乗
せ
し
接
種
費
用
補
助

を
行
い
ま
す
。

問　
個
別
予
防
接
種
委
託

費
の
内
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
分
は
。

答　
１
０
０
人
分
で
３
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

野
良
猫
を　
　
　

野
良
猫
を　
　
　

増
や
さ
な
い
た
め
に

増
や
さ
な
い
た
め
に

不
妊
手
術
を

不
妊
手
術
を

繁
殖
制
限
手
術　
80
万
円

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

糞
尿
な
ど
、
被
害
の
減
少

と
、
個
体
数
を
む
や
み
に

増
や
さ
な
い
た
め
の
手

術
へ
補
助
が
行
わ
れ
ま

す
。
補
助
額
は
メ
ス
猫
１

頭
上
限
２
万
円
、
オ
ス
猫

１
万
円
で
す
。
町
は
昨
年

度
３
回
の
講
演
会
を
開
催

し
、
地
域
猫
の
普
及
啓
発

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問　
申
請
上
限
は
あ
る
の

か
。

答　
捕
獲
し
た
頭
数
に
よ

り
交
付
を
考
え
て
い
る
。

５
年
度
の
実
態
調
査
で
は

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ず
頭
数

算
定
が
難
し
か
っ
た
。
状

況
に
よ
り
補
正
予
算
対
応

を
考
え
て
い
る
。

問　
事
前
申
請
は
必
要
か
。

答　
提
出
書
類
で
誰
が
ど

こ
で
餌
を
や
り
糞
尿
を
片

付
け
る
の
か
と
い
う
情
報

を
も
ら
う
。
地
域
理
解
の

中
で
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、

区
長
や
別
荘
管
理
者
等
の

承
諾
を
必
要
と
す
る
。

問　
地
域
の
方
に
猫
の
繁

殖
生
態
や
習
性
を
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
ま

た
T
N
R
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
醸
成
も
必

要
で
は
。

答　
地
域
猫
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
意
識
の
醸
成
は
必

要
で
あ
る
。
す
で
に
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
域
も
あ
る
。
正
し
い
理

解
の
も
と
適
正
に
事
業
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

令和令和７７年度予算を 審議年度予算を 審議

不妊手術時に耳をカットし、
地域（さくら耳）猫として地域
で見守ります

一口
メモ

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
率
は

50
歳
代
か
ら
増
加
し
80
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
代
金
が
高

ワクチン
種類

生ワクチン
（要１回接種）

不活化ワクチン
（要２回接種） 対象者

定期接種 個人負担額
1000円

個人負担額
2000円×2回

◯年度内に65歳になる方
◯７年度から5年間の経過措置

として、その年度に70・75・
80・85・90・95・100歳に
なる方　

◯7年度に限り100歳以上は全
員対象となります

◯60〜65歳未満で人免疫不
全ウイルスにより免疫の機能
に障害を有する方

任意接種 1/2補助
上限5000円

1/2補助
上限10000円×2回

50歳以上の定期接種対象者以
外の方

予
算
を
審
議
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障
が
い
者
の
社
会
参

障
が
い
者
の
社
会
参
加・加・  

就
労
機
会
確
保
を

就
労
機
会
確
保
を

委
託
料　
　
3
5
0
万
円

　
社
会
常
任
委
員
会
で
は
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
を

所
管
事
務
調
査
に
定
め
、

障
が
い
者
支
援
を
実
施
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い

者
等
、
誰
も
が
参
加
す
る

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
定
期
的
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。

問　

ア
ー
ト
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
と
い
う
が
、
商
品
化
、

販
売
ま
で
考
え
て
い
る
か
。

答　
外
部
企
業
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ザ
イ
ン
を

作
り
、
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
、

ウ
ッ
ド
チ
ェ
ア
、
ポ
ー
チ

な
ど
の
製
作
を
予
定
し
て

い
る
。
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
所
し
て
い
る

方
の
賃
金
ア
ッ
プ
を
目
指

す
。

問　
製
作
費
用
は
先
に
支

払
う
必
要
が
あ
る
。
製
品

を
販
売
し
て
売
り
上
げ
が

立
つ
ま
で
の
資
金
負
担
が

課
題
だ
が
、
今
回
の
委
託

料
に
製
作
費
用
の
肩
代
わ

り
は
含
ま
れ
る
の
か
。

答　
肩
代
わ
り
ま
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
課
題
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の

あ
た
り
も
含
め
て
考
え
て

い
き
た
い
。

官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す

を
す
す
め
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

住
民
の
要
望
が
多
様
化
す

る
中
、
全
て
を
行
政
が
担

う
の
で
な
く
、
住
民
と
行

政
が
共
創
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
住
民
の
意
見

を
ま
と
め
な
が
ら
、
地
域

課
題
を
効
果
的
に
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

中
軽
井
沢
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
業
務
委
託

　
7
0
0
万
円

問　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

は
、
住
民
と
の
対
話
で
可

能
性
を
探
り
、
そ
の
意
見

も
含
め
な
が
ら
行
う
の
か
、

ま
た
委
託
先
は
。

答　
中
軽
井
沢
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
会
議
か
ら
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
を
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
に
伴
い
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
く
。

委
託
先
は
、
住
民
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討

す
る
。

素敵なアート作品を描く様子と、
それをもとにした木工作品

ま
ち
づ
く
り

　
共
創
構
築
業
務
委
託

　
7
2
6
万
円

問　
以
前
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
中
間
支
援
組
織
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
た
が
、

そ
こ
を
見
直
し
方
針
転
換

を
し
た
経
緯
は
。

答　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
決

め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

検
討
会
な
ど
会
議
を
開
催

す
る
ま
ち
づ
く
り
中
間
支

援
組
織
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
が
、
そ
の
中
で
組

織
あ
り
き
で
は
な
く
、
住

民
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
自
発

的
に
活
動
し
て
い
る
場
を

支
援
し
、
行
政
主
導
で
は

な
く
、
住
民
と
共
創
し
て

進
め
た
い
と
の
考
え
か
ら

方
向
転
換
と
な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
促
進

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
促
進

補
助
補
助

3
0
0
万
円

　
町
内
の
宿
泊
施
設
に
宿

泊
し
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
利
用
し
て
合
宿
す
る

小
学
生
か
ら
大
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
1
人
1
泊

千
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

問　
音
楽
や
演
劇
関
連
の

合
宿
に
適
用
さ
れ
る
の
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
っ
て

い
る
の
で
補
助
の
対
象
に

は
な
ら
な
い
。

スポーツ合宿で長期滞在を

予
算
を
審
議
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危
険
木
の
早
期
除
去

危
険
木
の
早
期
除
去

対
策
対
策

樹
木
医
診
断
・
相
談

3
3
0
万
円

伐
採
補
助　
5
0
0
万
円

植
栽
補
助　
　
５
０
万
円

　
町
の
景
観
・
環
境
保
全

と
危
険
木
の
早
期
除
去
を

目
的
に
樹
木
医
へ
の
相

談
・
診
断
が
始
ま
り
ま
す
。

診
断
で
危
険
と
判
断
さ
れ
、

町
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
伐
採
や
植
栽
の
補
助
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

問　
高
木
の
伐
採
は
費
用

が
か
か
る
が
補
助
内
容
は
。

答　
1
本
か
ら
5
本
は
上

限
10
万
円
、
6
本
か
ら
10

本
は
上
限
20
万
円
、
10
本

以
上
は
上
限
30
万
円
と
し

た
。
危
険
木
伐
採
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
良
い
。

問　
植
栽
に
あ
た
り
推
奨

樹
木
な
ど
の
指
導
は
。

答　
管
理
し
や
す
く
、
町

の
植
生
に
適
し
た
樹
木
の

候
補
が
23
種
類
あ
る
。
高

木
の
伐
採
に
よ
り
景
観
を

損
ね
る
側
面
も
あ
る
た
め
、

高
さ
の
あ
る
樹
木
の
植
栽

を
推
奨
し
た
い
。

電線に架かって危険な枯れ木

外
来
植
物
除
去
に

外
来
植
物
除
去
に

専
門
的
知
見
を

専
門
的
知
見
を

雲
場
池
外
来
植
物
除
去
作

業
委
託   

2
5
0
0
万
円

　
環
境
省
指
定
の
生
態
系

被
害
防
止
外
来
種
で
あ
る

キ
シ
ョ
ウ
ブ
が
雲
場
池
で

繁
茂
し
て
い
る
た
め
除
去

作
業
を
行
い
ま
す
。

問　
か
つ
て
の
大
規
模
改

修
時
に
一
度
は
除
去
し
た

は
ず
だ
が
、
ま
た
繁
茂
し

て
い
る
。
根
茎
か
ら
全
て

除
去
す
る
な
ど
専
門
的
知

見
を
取
り
入
れ
工
夫
を
加

え
な
け
れ
ば
、
同
じ
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
繰
り
返
し
に
な
る
懸

念
は
あ
る
が
、
事
業
を
進

め
な
が
ら
情
報
収
集
し
て

有
効
な
手
段
等
が
あ
れ
ば

検
討
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。
庁
内
の
植
生
学
の

専
門
員
に
も
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
て
い
く
。

除去しても（６年６月14日）

このように短期間で元に戻ってしまう
（６年10月14日）

町
独
自
の
太
陽
光

町
独
自
の
太
陽
光

発
電
補
助
、
終
了

発
電
補
助
、
終
了

問　
6
年
度
ま
で
あ
っ
た

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
及

び
電
気
自
動
車
等
給
電
シ

ス
テ
ム
の
普
及
を
支
援
す

る
補
助
金
が
な
く
な
っ
て

い
る
が
。

答　
長
期
振
興
計
画
の
補

助
目
標
件
数
５
１
３
件
を

す
で
に
超
え
て
い
る
。
将

来
的
な
廃
棄
に
問
題
が
あ

る
こ
と
や
景
観
的
な
問
題

も
あ
る
の
で
、
６
年
度
末

を
も
っ
て
当
該
補
助
金
は

終
了
し
た
。

予
算
を
審
議
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変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問　
80
歳
か
ら
75
歳
以
上

に
変
更
し
た
理
由
は
。

答　
通
院
や
買
い
物
な
ど

の
移
動
支
援
の
充
実
が
必

要
で
、
特
に
高
齢
者
の
移

動
需
要
は
今
後
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
対
象

要
件
を
見
直
し
効
果
的
な

支
援
に
な
る
か
調
査
研
究

し
た
い
。

問　
６
年
度
は
予
算
額
が

4
千
万
円
だ
っ
た
が
７
年

度
は
2
千
万
円
に
減
額
し

て
い
る
。
ど
ん
な
見
通
し

か
。

答　
初
め
て
の
実
証
運
行

だ
っ
た
た
め
、
予
算
を
多

く
積
算
し
て
い
た
が
、
実

施
結
果
を
も
と
に
実
情
に

合
っ
た
金
額
と
し
た
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー　

7575
歳
か
ら
利
用
可
能
に

歳
か
ら
利
用
可
能
に

実
証
運
行
利
用
費
補
助

　
２
千
万
円

　
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

実
証
運
行
事
業
が
２
年
目

に
入
り
ま
す
。
自
宅
を
起

点
と
し
た
町
内
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
高

齢
者
や
、
障
が
い
者
・
要

介
護
者
、
妊
産
婦
、
未
就

学
児
、
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
を
対
象
に
運
賃

２
千
円
未
満
は
５
０
０
円
、

２
千
円
以
上
は
千
円
で
乗

車
で
き
る
町
独
自
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
７
年
度
か
ら

年
齢
要
件
が
75
歳
以
上
に

詳細は町HPへ

学
び
の
多
様
化
へ

学
び
の
多
様
化
へ

設
置
準
備
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
謝
礼

　
84
万
８
千
円

　
軽
井
沢
オ
ー
プ
ン
ド
ア

ス
ク
ー
ル（
仮
称
）は
、
９

年
４
月
に
開
設
予
定
で
す
。

不
登
校
の
子
ど
も
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
め
る「
学
び
の
多

様
化
学
校
」と
、
義
務
教

育
を
終
了
で
き
な
か
っ
た

方
等
が
通
う
夜
間
中
学
の

併
設
を
検
討
中
で
す
。

問　
設
置
準
備
委
員
に
は

町
関
係
者
が
少
な
い
が
、

意
見
収
集
の
方
法
は
。

答　
町
教
育
委
員
会
が
事

務
局
と
し
て
6
名
お
り
、

軽
井
沢
の
現
状
等
を
把
握

し
な
が
ら
今
後
の
あ
り
方

を
踏
ま
え
、
オ
ー
プ
ン
ド

ア
ス
ク
ー
ル
・
学
び
の
多

様
化
も
含
め
て
検
討
す
る
。

初
回
の
委
員
会
を
3
月
に

行
っ
た
。
今
後
、
不
登
校

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
意

見
等
も
集
約
で
き
る
の
か

検
討
す
る
。

軽
井
沢
病
院
へ
の

軽
井
沢
病
院
へ
の     

     

補
助
金
が
過
去
最
大
に

補
助
金
が
過
去
最
大
に

　
７
年
度
の
医
業
収
益
予

算
は
22
億
円
で
前
年
実
績

よ
り
４
億
円
増
え
る
見
込

み
で
す
。
一
方
、
町
か
ら

の
補
助
金（
繰
入
金
）は
過

去
最
大
約
13
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問　
年
間
3
千
万
円
を
支

払
っ
て
い
る
医
療
コ
ン
サ

ル
の
業
績
効
果
や
具
体
的

な
収
益
向
上
策
が
見
え
な

い
が
戦
略
は
。

答　
民
間
病
院
の
よ
う
に

給
与
カ
ッ
ト
で
業
績
改
善

を
す
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ル

手
法
は
取
れ
な
い
。

　
収
益
改
善
は
、
病
棟
再

編
、
訪
問
看
護
24
時
間
対

応
、
人
工
透
析
の
増
加
、

外
来
枠
の
増
加
、
医
師
確

保
も
行
う
。

　

地
域
医
療
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

同
規
模
病
院
の
平
均
以
上

の
救
急
車
の
受
入
実
績
な

ど
に
も
目
を
向
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
も
し
こ
の

病
院
が
な
け
れ
ば
そ
の

方
々
は
ど
こ
に
い
く
の
か

を
良
く
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問　
補
助
金
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
が
妥
当
性
や

今
後
の
見
解
は
。

答　
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し

て
い
か
に
補
助
額
を
下
げ

て
い
く
か
の
目
標
は
あ
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
っ
て
も
い
く
ら
で
も
拠

出
し
て
い
い
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
人
件
費
や
資
材

高
騰
も
あ
る
た
め
、
か
な

り
努
力
し
な
い
と
な
ら
な

い
。
現
病
院
は
改
築
か
ら

20
年
以
上
経
て
い
る
。
そ

の
た
め
機
材
の
更
新
・
整

備
も
必
要
と
な
り
、
そ
れ

も
含
ま
れ
て
い
る
。

登録証は、住民課で即日発行！チケットは1枚から購入可能です！

予
算
を
審
議
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信号機設置に伴い
交差点が改良されます

（中部小通り）

どうして信号機がないの？と思っていました。
交通量が多く構造が複雑で事故の多い所でした。
通学路でもあり心配をしていたので安心です。

（近隣住民）

5千万円予算

注目事業は??
令和7年度の

旧三笠ホテル
今秋リニューアルオープン

防災・活用整備工事費

東教室棟建設工事費

交差点改良工事費

　杖を使用しての歩行なので、リニュー
アルされるホテルにエレベーターが設置
されると聞き、安心して見に行けるので
今から楽しみです。� （別荘所有者）

　4年生だけプレハブ校舎は可哀想なの
できちんとした教室が出来るのは大変
ありがたいです。
　子ども達も楽しみにしています。

（保護者）

2億8670万円予算

西部小学校、来年2月プレハブ校舎を卒業

7億円予算

予
算
を
審
議
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住
民
の
意
見
聴
取
は

住
民
の
意
見
聴
取
は

問　
住
民
と
の
調
整
は
。

答　
新
軽
井
沢
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
会
議
で
説
明
し
た
。

今
後
新
軽
井
沢
区
民
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

す
る
。

 

住
民
説
明
会
の

  

開
催 

（
1
月
24
日
）

➡

《
補
正
予
算
審
議
》

矢
ケ
崎
公
園
の
駐
車
場
の

拡
張
は
見
合
わ
せ
に

　
住
民
説
明
会
の
結
果
も

踏
ま
え
、
駐
車
場
拡
張
工

事
に
備
え
た
測
量
設
計
業

務
の
予
算
は
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

問　
新
幹
線
通
勤
の
た
め

に
軽
井
沢
駅
周
辺
ま
で
通

う
住
民
に
は
、
駐
車
場
拡

張
に
期
待
す
る
声
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
西
部
地
域
の

住
民
の
声
も
聞
い
て
の
判

断
か
。

矢
ケ
崎
公
園

駐
車
場
拡
張
案
可
決

　
軽
井
沢
駅
周
辺
の
駐
車

場
不
足
解
消
の
た
め
、
矢

ケ
崎
公
園
の
駐
車
場
を
拡

張
す
る
測
量
設
計
業
務
費

用
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
や
規
模
、台
数
は

場
所
や
規
模
、台
数
は

問　
拡
張
す
る
場
所
、
規

模
、
増
設
台
数
は
。

答　
既
存
駐
車
場
と
新
軽

井
沢
会
館
の
間
を
予
定
。

既
存
の
木
立
ち
を
伐
採
し

て
60
台
程
度
を
増
設
す
る
。

（
関
連
記
事
P
　
21
）

１
月
会
議

３
月
会
議

答　
特
に
聞
い
て
い
な
い
。

た
だ
今
後
新
軽
井
沢
駐
車

場
の
区
画
変
更
に
よ
る
51

台
分
の
増
設
、
料
金
改
定
、

空
車
満
車
情
報
の
提
供
等

を
行
う
の
で
そ
の
効
果
を

見
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
。➡

町
営
駐
車
場
の

料
金
見
直
し
へ

《
総
務
常
任
委
員
会
》

改
定
の
趣
旨
・
料
金

改
定
の
趣
旨
・
料
金

の
決
め
方
は

の
決
め
方
は

問　
各
駐
車
場
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
が

良
い
の
か
、
狙
い
や
目
的

を
ど
う
設
定
し
た
の
か
。

答　
主
た
る
目
的
は
軽
井

沢
駅
周
辺
の
駐
車
場
不
足

解
消
と
旧
軽
井
沢
駐
車
場

が
24
時
間
営
業
に
変
わ
る

こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

各
駐
車
場
の
利
用
状
況
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
24
時
間

未
満
の
利
用
が
多
か
っ
た

た
め
、
24
時
間
未
満
と
24

者
を
平
成
30
年
夏
以
降
通

勤
通
学
者
等
に
限
定
し
て

い
る
が
、
対
象
者
を
絞
っ

た
ま
ま
な
の
か
。
回
数
券

の
有
効
期
限
を
１
年
間
と

し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

対
象
者
を
限
定
す
る
な
ら

購
入
頻
度
等
の
客
観
的

デ
ー
タ
を
示
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答　
検
討
は
し
た
が
今
回

は
変
更
せ
ず
現
行
通
り
と

し
た
い
。
有
効
期
限
に
つ

い
て
は
回
数
券
の
仕
様
の

問
題
も
あ
る
た
め
メ
ー

カ
ー
と
確
認
を
と
り
な
が

ら
研
究
す
る
。
今
後
、
対

象
者
を
絞
る
べ
き
か
ど
う

か
、
回
数
券
に
つ
い
て
は

検
討
を
続
け
た
い
。

利
用
状
況
の
把
握
は

利
用
状
況
の
把
握
は

問　
年
度
ご
と
に
デ
ー
タ

を
取
る
な
ど
効
果
検
証
を

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。

答　
取
得
で
き
る
デ
ー
タ

は
集
計
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
今
後
駐
車
場

利
用
の
実
態
調
査
も
検
討

項
目
に
加
え
て
い
き
た
い
。

時
間
以
上
で
値
上
げ
幅
を

区
切
り
、
ま
ず
は
軽
井
沢

駅
周
辺
の
駐
車
料
金
を
固

め
、
そ
の
他
の
駐
車
場
料

金
も
一
つ
一
つ
で
は
な
く

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
決
め
た
。

分
散
対
策
は

分
散
対
策
は

問　
パ
ー
ク
ア
ン
ド
レ
ー

ル
ラ
イ
ド
に
配
慮
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
中
軽
井
沢

駅
に
駐
車
し
て
し
な
の
鉄

道
で
往
復
し
た
場
合
、
同

じ
時
間
を
軽
井
沢
駅
北
口

西
側
に
駐
車
す
る
よ
り
も

高
く
な
っ
て
し
ま
う
が
。

答　
合
計
額
は
そ
う
な
る

場
合
も
あ
る
が
、
混
雑
時

に
は
手
前
の
駅
で
駐
車
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

金
額
だ
け
で
な
く
利
便
性

向
上
と
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
た
結
果
で
あ
る
が
、

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
は

続
け
た
い
。

回
数
券
販
売
方
法
の

回
数
券
販
売
方
法
の

見
直
し
は

見
直
し
は

問　
回
数
券
の
販
売
対
象

軽井沢駅周辺駐車場の軽井沢駅周辺駐車場の
混雑緩和へ混雑緩和へ

実効性ある料金設定か、利用者を限定していないか実効性ある料金設定か、利用者を限定していないか

町営駐車場の料金改定案を審議町営駐車場の料金改定案を審議

駐車場拡張予定地だった木立ち駐車場拡張予定地だった木立ち

町
営
駐
車
場
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町
営
住
宅
の　
　
　

町
営
住
宅
の　
　
　

入
居
条
件
の
緩
和
は

入
居
条
件
の
緩
和
は

問　
町
営
住
宅
の
入
居
者

資
格
の
収
入
基
準
額
の
引

き
上
げ
等
の
変
更
は
。

答　
国
で
公
営
住
宅
を
活

用
し
た
住
ま
い
の
子
育
て

支
援
実
施
要
領
が
策
定
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
優
先
入

居
条
件
の
子
ど
も
の
年
齢

を
15
歳
か
ら
18
歳
へ
、
ま

た
裁
量
階
層
等
の
収
入
基

準
額
が
25
万
９
千
円
へ
と

引
き
上
げ
た
。

　
連
帯
保
証
人
は
不
要
と

す
る
。

委員会リポート

社 会
常任委員会

委員会リポート

総 務
常任委員会

軽
井
沢
の
自
然
環
境
と

軽
井
沢
の
自
然
環
境
と　　

景
観
を
守
る
た
め
の　

景
観
を
守
る
た
め
の　

宣
言
宣
言

問　
宣
言
実
現
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ

た
が
、
特
別
用
途
地
区
の

ほ
か
、
地
区
計
画
・
景
観

計
画
等
、
複
数
の
ル
ー
ル

を
並
行
し
て
検
討
し
て
い

く
の
か
。

答　
本
宣
言
は
マ
ン
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
の
開
発
需
要

に
対
し
て
要
綱
等
に
よ
る

一
律
規
制
だ
け
で
は
不
十

分
の
た
め
、
将
来
的
に
許

容
・
制
限
す
べ
き
場
所
を

定
め
て
い
き
た
い
。
現
在

第
一
段
階
と
し
て
要
綱
の

規
制
強
化
を
行
っ
て
お
り
、

次
の
段
階
で
大
き
な
懸
案

と
な
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
や
水

源
地
保
護
等
の
観
点
か
ら

特
別
用
途
地
区
の
設
定
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地

区
計
画
、
景
観
行
政
団
体

へ
の
移
行
等
、
有
効
性
を

重
視
し
て
進
め
た
い
。

宣言の具体的
内容は

自
由
討
論
で
の
意
見

　
総
務
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
自
由
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

◉
回
数
券
に
つ
い
て
デ
ー

タ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
が
共
有
さ

れ
な
い
ま
ま
審
議
す
る

の
は
難
し
い
。
今
後
の

実
態
調
査
等
も
含
め
的

確
な
情
報
、
デ
ー
タ
を

も
と
に
議
論
し
て
い
く

べ
き
。

◉
料
金
の
検
討
に
も
う
少

し
現
状
分
析
等
時
間
を

か
け
て
も
良
か
っ
た
の

で
は
。

◉
中
軽
井
沢
駅
、
追
分
駅

前
の
料
金
は
パ
ー
ク
ア

ン
ド
レ
ー
ル
ラ
イ
ド
が

十
分
に
選
択
肢
に
入
っ

て
く
る
よ
う
な
設
定
に

し
な
け
れ
ば
行
動
変
容

に
つ
な
が
ら
な
い
。

  　      　　　　　　　　　　　 町営駐車場の新料金7月1日より改定予定

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

令和７年４月25日　第146号9



検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1時間以内となっています。
内容は要約して掲載しています。
一般質問の様子は議会中継サイトや会議録検索システ
ムからご覧いただけます。

代 表
 質 問

一 般
 質 問

1 日目 2日目

会派「考」
代表　市村　守� （11ページ）

●新庁舎と公民館機能の「一体化」案を選択した
理由は
●自然環境の保全と再生
●軽井沢病院の経営改善

福本�修� （15ページ）

●用途地域の見直し情報公開と広聴の方針は
●軽井沢中学校の部活の地域移行について

小林�天馬� （16ページ）

●障がい者雇用促進の企業向け貸農園施策につい
て

●ガバメントクラウドの共同利用における懸念と
当町の対応について

金山�のぞみ� （17ページ）

●地域・社会貢献活動を含む、職員の働きやすい
職場環境について

中澤�睦夫� （18ページ）

●町でも主食用米の増産枠を訴えるチャンスでは
ないか

●子ども医療費、窓口完全無料化の実施は
●戦後 80年、記念行事をする考えは

 代表質問

川島�さゆり� （12ページ）

●低温炭化・煙道火災を防ぐさらなる注意喚起は
●スフィア基準を元に避難所の住環境整備を

小山�裕嗣� （13ページ）

●ＧＣＦは新規事業財源に活用できるのでは
●危機管理室の具体的な役割は

眞島�聡子� （14ページ）

●障がいのある方を審議会等の委員へ選出する方
針は
●誰もが安心し投票できる環境づくりを

 一般質問

 一般質問
代
表
・
一
般
質
問
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ン
ジ
と
地
域
医
療
体
制
強

化
に
関
す
る
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
午
後
の
診
療
、

人
工
透
析
の
充
実
。
訪
問

看
護
24
時
間
対
応
。
別
荘
、

観
光
客
な
ど
を
含
め
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
医

療
体
制
を
固
め
て
い
く
。　
　

善
策
の
策
定
は
。

町
長　
町
と
病
院
が
一
体

と
な
っ
て
病
棟
の
再
編
や

地
域
連
携
を
進
め
て
い
る
。

長
期
療
養
病
床
の
増
加
を

図
る
条
例
改
正
案
を
提
出

し
た
。
地
域
連
携
に
つ
い

て
は
医
療
法
人
社
団
オ
レ

に
つ
い
て
解
説
す
る
動
画

を
製
作
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
た
。
広
報
か
る

い
ざ
わ
等
広
報
誌
へ
の
掲

載
も
す
る
。
伐
採
に
関
す

る
情
報
把
握
の
た
め
全
職

員
が
意
識
し
気
が
つ
い
た

場
所
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
す
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
要
綱
も
時
代
に
応
じ

た
改
正
、
規
制
強
化
、
罰

則
の
あ
る
条
例
化
も
含
め

町
独
自
の
土
地
利
用
規
制

が
行
え
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
る
。
用
途
地
域
の

見
直
し
は
、
土
地
利
用
庁

内
検
討
委
員
会
等
で
建
物

制
限
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
自
然
環
境
の
再
生
へ

の
取
り
組
み
は
、
軽
井
沢

町
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
を
策
定
す
る
。
人
材
を

「
軽
井
沢
野
杜
の
匠
」
と

命
名
し
養
成
す
る
。

　
　
　軽

井
沢
病
院
の　

軽
井
沢
病
院
の　

経
営
改
善

経
営
改
善

問　
医
療
専
門
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
導
入
に
よ
る
改

問　
新
庁
舎
と
公
民
館
機

能
の
「
一
体
化
」
案
の
選

択
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
で
、
ど
の
よ
う
な
判

断
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
決
定

し
た
の
か
。

町
長　
住
民
と
の
合
意
形

成
を
重
要
視
し
、
公
民
館

活
動
を
止
め
な
い
。
工
事

期
間
を
短
縮
で
き
る
。
建

て
替
え
時
の
影
響
が
少
な

い
。
2
施
設
の
一
体
化
に

よ
る
相
互
利
用
・
ス
ペ
ー

ス
の
合
理
化
。
相
乗
効
果

が
生
ま
れ
や
す
い
。
計
画

の
自
由
度
が
高
い
。
建
設

に
係
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
、
今
後
発
生
す
る
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
も
比

較
し
た
。

自
然
環
境
の
保
全

自
然
環
境
の
保
全

と
再
生

と
再
生

問　
自
然
保
護
対
策
要
綱

の
遵
守
。
用
途
地
域
の
見

直
し
等
に
よ
る
自
然
環
境

の
再
生
の
取
り
組
み
と
成

果
は
。

町
長　
要
綱
の
主
な
内
容

代 表 質 問

新庁舎と公民館機能の
「一体化」案を選択した理由は

町長町長
2 施設の一体化による相互利用・スペースの合理化
相乗効果が生まれやすいこと会派「考」

代表　市
い ち

村
む ら

　守
まもる

 議員

軽井沢らしい新庁舎のイメージ

代
表
質
問
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一 般 質 問

省
の
補
助
時
限
で
、
空
調

設
備
臨
時
特
例
交
付
金
が

不
交
付
団
体
で
も
活
用
で

き
る
。
西
部
小
体
育
館
の

空
調
整
備
計
画
も
含
め
、

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

学
校
体
育
館
で
の
活
用
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
交
付

金
を
活
用
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
学
校
施
設
の

環
境
整
備
、
避
難
所
機
能

強
化
の
た
め
、
学
校
側
と

も
協
議
を
し
て
進
め
て
い

く
。

町
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
は
、
佐
久
広
域

と
し
て
の
計
画
と
関
連
す

る
の
で
、
6
年
度
は
交
付

金
を
活
用
し
た
整
備
は
行

わ
な
い
。
7
年
度
以
降
こ

の
交
付
金
の
継
続
が
あ
れ

ば
前
向
き
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　
15
年
度
ま
で
の
文
科

問　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

薪
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
原
因

と
な
る
低
温
炭
化
や
煙
道

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
具
体

的
に
煙
道
清
掃
に
関
し
て
、

定
期
点
検
と
い
う
表
現
に
、

ま
た
取
り
灰
の
置
き
方
を
、

バ
ケ
ツ
を
煉
瓦
等
で
浮
か

せ
て
置
く
等
、
詳
細
な
表

現
に
し
、
さ
ら
な
る
注
意

喚
起
は
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
文
章
だ
け
で

は
伝
え
に
く
い
部
分
も
あ

る
の
で
、
今
後
改
善
し
な

が
ら
イ
ラ
ス
ト
等
を
用
い

て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

も
の
に
変
更
し
て
い
く
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
を　

ス
フ
ィ
ア
基
準
を　

も
と
に
避
難
所
の　

も
と
に
避
難
所
の　

住
環
境
整
備
を

住
環
境
整
備
を

問　
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
も

と
に
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
、
ト
レ
ー
ラ
ー
キ
ッ

チ
ン
等
、
国
の
新
し
い
地

方
経
済
生
活
環
境
創
生
交

付
金
を
活
用
で
き
る
が
、

低温炭化・煙道火災を防ぐ
さらなる注意喚起は

消防課長消防課長
ホームページでイラスト等を用いてより分かりやすい
ものに変更する

川
か わ

島
し ま

 さゆり 議員

一口
メモ

引用：公明新聞より

一口
メモ

低温炭化火災とは…薪ストーブ周囲の壁内部が低温で長時間熱せられることで、
炭化し発火します。
煙道火災とは…煙道内に煤やタールが溜まると加熱した時に異常燃焼がおこり発
火します。

一口
メモ

一
般
質
問
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一 般 質 問

一口
メモ

の
よ
う
な
機
能
強
化
を
目

指
す
の
か
。

総
務
課
長　
刻
一
刻
と
状

況
が
変
化
す
る
災
害
に
対

し
、
町
長
直
轄
の
下
、
迅

速
か
つ
的
確
な
判
断
を
す

る
こ
と
で
指
示
の
遅
れ
や

混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
組

織
改
革
に
よ
り
気
象
庁
職

員
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
共
有
が
可
能
に
な

る
た
め
、
自
然
災
害
発
生

時
に
お
け
る
初
動
体
制
を

強
化
で
き
る
。

問　
以
前
、
提
案
し
た
防

災
協
定
を
締
結
し
て
い
る

各
機
関
と
「
防
災
協
定
連

絡
協
議
会
」
の
よ
う
な
定

期
的
な
会
合
を
実
施
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
協
議
会
の
設

置
、
あ
る
い
は
定
期
的
な

会
合
の
実
施
に
向
け
て
、

早
急
に
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

件
あ
る
。

問　
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
G
C
F
）
は
、
自
治
体

が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た

め
に
寄
附
を
募
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の

寄
附
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

当
町
が
こ
れ
ま
で
実
施
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。

税
務
課
長　
当
町
で
は
、

今
ま
で
実
施
し
た
こ
と
は

な
い
。

問　
新
た
な
事
業
を
本
格

的
に
実
施
す
る
た
め
の
財

源
に
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
有

効
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

税
務
課
長　
今
後
は
、
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
他

の
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で

き
る
事
業
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

危
機
管
理
室
の　

危
機
管
理
室
の　

具
体
的
な
役
割
は

具
体
的
な
役
割
は

問　
危
機
管
理
室
は
、
ど

画
に
計
上
し
た
5
0
0
万

円
以
上
及
び
主
要
な

1
9
0
事
業
の
う
ち
、
6

年
度
当
初
予
算
で
実
現
に

至
ら
な
か
っ
た
事
業
ま
た

は
先
送
り
し
た
事
業
は
16

問　
実
施
計
画
に
計
上
し

て
い
る
新
規
事
業
で
、
現

況
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の

事
業
が
実
現
に
ま
で
至
っ

て
い
な
い
の
か
。

総
合
政
策
課
長　
実
施
計

ガバメント・クラウドファンディング（ＧＣＦ）とはどんな制度か

ＧＣＦは新規事業財源に
活用できるのでは

税務課長税務課長
プロジェクトができる事業があれば積極的に進めたい

小
こ

山
や ま

 裕
ひ ろ

嗣
つ ぐ

 議員

一口
メモ

クラウドファンディングとは…インターネットを介して不特定多数の人々から
少額ずつ資金を調達することです。

一
般
質
問
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一 般 質 問

の
受
付
が
で
き
郵
送
に
よ

る
不
在
者
投
票
用
紙
請
求

の
郵
送
の
日
数
が
短
縮
さ

れ
る
が
導
入
は
。

総
務
課
長　
選
挙
人
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
導
入

に
向
け
必
要
な
手
続
を
進

め
る
。
参
議
院
選
挙
で
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
公
職
選
挙
法
で
知
的
・

精
神
障
が
い
者
の
投
票
が

認
め
ら
れ
た
の
は
平
成
25

年
と
ご
く
最
近
で
す
。
そ

れ
ま
で
選
挙
権
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　
障
が
い
者
の
体
験
や

気
づ
き
は
貴
重
な
知
的
財

産
と
な
る
。
町
の
各
種
審

議
・
委
員
会
に
選
出
し
施

策
に
反
映
す
る
方
針
は
。

総
合
政
策
課
長　
当
事
者

の
生
活
実
態
に
基
づ
い
た

意
見
を
聞
き
施
策
に
反
映

す
る
こ
と
は
大
切
で
、
委

員
選
出
は
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
町
差
別
撤
廃
人
権

擁
護
審
議
会
委
員
に
委
嘱

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

他
に
も
様
々
な
機
会
に
当

事
者
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

問　
障
が
い
者
が
審
議
会

等
に
参
加
す
る
場
合
、
事

前
準
備
が
必
要
な
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
が
配
慮
は
。

総
合
政
策
課
長　
当
事
者

に
委
員
会
等
の
参
加
経
験

が
な
く
出
席
に
抵
抗
を
感

じ
た
り
、
会
に
不
慣
れ
な

状
況
は
想
像
に
難
く
な
い
。

建
設
的
な
議
論
が
で
き
る

よ
う
、
事
前
説
明
等
が
必

要
な
場
合
も
あ
る
。
配
慮

は
個
々
で
異
な
る
た
め
直

接
話
を
伺
う
。
先
進
事
例

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

問　
小
学
校
体
育
館
外
側

に
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
等
設
置
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
小
中

学
校
体
育
館
外
側
か
ら
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
学
校

と
協
議
し
て
い
く
。

誰
も
が
安
心
し
投
票
で

誰
も
が
安
心
し
投
票
で

き
る
環
境
づ
く
り
を

き
る
環
境
づ
く
り
を

問　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
、
不
在
者
投
票
用

紙
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

障がいのある方を
審議会等の委員へ選出する方針は

総合政策課長総合政策課長
生活実態に基づく意見を反映することは大切で
委員選出は重要である 眞

ま

島
し ま

 聡
さ と

子
こ

 議員

問　
札
幌
市
の
よ
う
に
障

が
い
者
や
家
族
と
話
し
合

い
、
投
票
支
援
カ
ー
ド
導

入
や
模
擬
投
票
、
合
理
的

配
慮
を
理
解
し
や
す
い
動

画
作
成
等
を
進
め
る
こ
と

で
投
票
環
境
の
改
善
に
つ

な
が
る
が
見
解
は
。

総
務
課
長　
寄
り
添
っ
た

支
援
は
重
要
で
関
係
機
関

等
の
協
力
を
得
、
真
に
必

要
か
を
検
討
し
、
事
例
を

参
考
に
安
心
し
投
票
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

札幌市で作成された投票支援カード
町も導入に向け検討へ

一
般
質
問

令和７年４月25日　第146号 14



一 般 質 問

は
じ
め
た
障
が
い
者
支
援

と
高
齢
者
福
祉
は
何
か
。

保
健
福
祉
課
長　
障
が
い

者
、
高
齢
者
、
外
国
人
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

対
す
る
政
策
を
包
括
的
に

行
う
共
生
社
会
推
進
係
を

新
設
し
た
。
町
が
実
施
す

る
講
演
会
な
ど
で
手
話
通

訳
者
を
派
遣
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
。

問　
高
齢
者
な
ど
か
ら
は

他
市
町
村
へ
の
通
院
、
買

物
の
た
め
に
市
町
を
つ
な

ぐ
バ
ス
等
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。
ど
う
応
え
る
の
か
。

住
民
課
長　
実
効
性
の
あ

る
移
動
手
段
が
確
保
で
き

る
よ
う
調
査
研
究
す
る
。

問　
町
内
限
定
の
移
動
手

段
か
。

保
健
福
祉
課
長　
町
内
だ

け
で
は
な
く
て
、
広
域
的

な
移
動
手
段
で
あ
る
。

問　
例
え
ば
１
市
２
町
で

運
行
す
る
の
で
は
な
く
、

町
独
自
に
町
以
外
に
も
移

動
す
る
手
段
を
提
供
す
る

と
い
う
考
え
か
。

保
健
福
祉
課
長　
他
市
町

地
域
整
備
課
長　
第
1
種

低
層
住
居
専
用
地
域
を
約

1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
や
す
計

画
を
都
市
計
画
審
議
会
に

諮
問
す
る
。
特
別
用
途
地

区
の
設
定
は
８
年
12
月
頃
、

用
途
地
域
及
び
風
致
地
区

の
見
直
し
は
９
年
度
中
が

目
標
。
公
表
と
意
見
聴
取

は
適
宜
実
施
す
る
。

問　
独
自
の
政
策
と
し
て

　
町
長
は
就
任
時
の
所
信

表
明
で
、
自
然
保
護
を
重

視
す
る
、
障
が
い
者
支
援

や
高
齢
者
福
祉
は
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
る
、
広

域
連
携
を
促
進
す
る
と

い
っ
た
趣
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

問　
用
途
地
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
情
報
公
開
と

広
聴
の
方
針
は
。

へ
の
通
院
等
で
困
っ
て
い

る
方
の
移
動
手
段
は
、
今

後
研
究
す
る
。

軽
井
沢
中
学
校
の　

軽
井
沢
中
学
校
の　

部
活
の
地
域
移
行
に

部
活
の
地
域
移
行
に

つ
い
て

つ
い
て

問　
部
活
の
地
域
移
行
の

状
況
は
。
指
導
料
の
保
護

者
負
担
を
含
め
て
問
う
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
13
種

目
15
団
体
あ
る
が
、
4
月

か
ら
す
ぐ
移
行
で
は
な
い
。

部
外
だ
が
ス
ケ
ー
ト
や
剣

道
は
ほ
ぼ
完
全
に
移
行
し

て
い
る
。
他
は
7
年
度
に

議
論
し
た
い
。
指
導
者
の

報
酬
に
対
す
る
保
護
者
負

担
や
負
担
軽
減
が
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
協
議
し
て
い

く
。

用途地域の見直し
情報公開と広聴の方針は

地域整備課長地域整備課長
特別用途地区の設定は８年12月頃、用途地域
及び風致地区の見直しは９年度中を目標に検討

福
ふ く

本
も と

 修
おさむ

 議員

自然保護のために町がすすめている施策

1.「軽井沢町の自然保護対策要綱」の見直し

2.「軽井沢町の自然保護のための土地利用行為
　  の手続等に関する条例」による規制強化

3.「特別用途地区等の制定」

4.「用途地域・風致地区等の見直し」 
軽井沢の自然環境と景観を守るための宣言より

一
般
質
問

令和７年４月25日　第146号15



一 般 質 問

一口
メモ

保
健
福
祉
課
長　
対
象
の

方
に
接
す
る
機
会
に
口
頭

で
確
認
す
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
検
討
し
て
い
な
い
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

の
懸
念
と
は

の
懸
念
と
は

　
政
府
は
3
割
の
コ
ス
ト

削
減
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

富
山
県
内
先
行
自
治
体
で

は
従
来
よ
り
運
用
コ
ス
ト

が
2
〜
4
倍
以
上
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

問　
懸
念
点
は
コ
ス
ト
面
。

当
町
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
現
状
と
比
較
し
て
ど

う
変
わ
る
か
。

情
報
推
進
課
長　
個
人
番

号
シ
ス
テ
ム
が
約
1
･
6

倍
の
7
6
0
0
万
円
に
な

り
、
加
え
て
国
に
２
３
７

０
万
円
支
払
う
。
介
護
シ

ス
テ
ム
が
約
2
倍
の
７
９

０
万
円
な
り
、
加
え
て
国

に
6
3
7
万
円
支
払
う
。

保
健
福
祉
課
長　
就
労
希

望
者
は
成
人
59
名
、
児
童

22
名
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
匿

名
の
た
め
、
そ
の
後
の
就

労
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
企
業
側
の
就
労
ニ
ー

ズ
把
握
の
観
点
で
町
内
事

業
者
の
法
定
雇
用
率
の
達

成
状
況
は
。
達
成
に
は
何

名
の
雇
用
が
必
要
か
。

保
健
福
祉
課
長　
町
内
16

社
中
8
社
達
成
。
全
て
達

成
す
る
場
合
の
人
数
は

18
・
5
名
。

問　
町
の
役
割
は
土
地
の

選
定
や
障
が
い
の
あ
る
方

等
へ
の
説
明
会
開
催
な
ど

大
き
な
コ
ス
ト
負
担
な
く

推
進
で
き
る
が
、
本
モ
デ

ル
は
、
就
労
を
希
望
す
る

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
貢

献
度
は
高
い
。
ニ
ー
ズ
調

査
や
先
行
自
治
体
研
究
を

す
る
の
は
い
か
が
か
。

保
健
福
祉
課
長　
障
が
い

の
あ
る
方
や
ご
家
族
、
企

業
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
確

認
し
た
い
。

問　
ニ
ー
ズ
調
査
の
手
法

は
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

夫
が
な
さ
れ
、
か
つ
最
低

賃
金
以
上
の
収
入
も
得
ら

れ
る
な
ど
定
着
率
が
92
％

と
満
足
度
が
高
い
で
す
。

問　
町
内
の
障
が
い
の
あ

る
方
の
う
ち
就
労
希
望
者

は
何
名
か
。
う
ち
就
労
に

つ
な
が
っ
た
の
は
何
名
か
。

　
企
業
向
貸
農
園
と
障
が

い
者
就
労
支
援
モ
デ
ル

（
本
モ
デ
ル
）
は
法
定
雇

用
率
を
達
成
し
た
い
企
業

と
、
働
き
た
い
障
が
い
の

あ
る
方
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

で
す
。
農
園
で
障
が
い
の

あ
る
方
が
働
き
や
す
い
工

企業向貸農園の障がい者
就労支援モデルのニーズ調査は
保健福祉課長保健福祉課長
障がいのある方やご家族、企業にニーズがあるか確認し
たい 小

こ

林
ばやし

 天
て ん

馬
ま

 議員

農園で採れる野菜は企業の福利厚生利用が多く、
納期や品質にも厳しくないので働きやすい！

法定雇用率とは…法定雇用率は、企業に障害者雇用を義務付ける制度で、6年度
の民間企業法定雇用率は2.5%の雇用が必要です。
ガバメントクラウドとは…自治体の戸籍や住民税など20業務を含む行政システムや個人情
報を統一基盤へ移行し、効率的な運用の実現を目指す政府が提供するクラウド環境です。

一口
メモ

一口
メモ

一
般
質
問

令和７年４月25日　第146号 16



一 般 質 問

一口
メモ

る
こ
と
か
ら
、
7
年
度
よ

り
再
編
さ
れ
る
危
機
管
理

室
職
員
の
支
援
や
D
X
化

と
並
行
し
て
調
査
研
究
を

進
め
る
。

図
ら
れ
る
こ
と
や
業
務
の

共
有
化
に
よ
り
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
結
果

と
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

の
例
も
あ
り
検
討
し
た
い
。

問　
1
月
に
開
催
さ
れ
た

生
理
痛
体
験
研
修
会
を
今

後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
の
か
。

総
務
課
長　
誰
も
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
た
。
生
理
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く

り
や
休
憩
場
所
の
確
保
は

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
痛
み
で

あ
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
感

じ
方
に
は
差
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
相
手
を
思
い
や

る
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ

く
り
に
生
か
す
。

問　
ダ
ブ
ル
ア
サ
イ
ン
メ

ン
ト
は
地
域
貢
献
活
動
休

暇
、
生
理
休
暇
、
子
育
て

や
介
護
を
し
て
い
る
職
員

な
ど
多
様
な
働
き
方
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
等

効
果
が
あ
る
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

総
務
課
長　
現
時
点
で
も

正
副
の
担
当
を
設
け
る
部

署
は
あ
る
が
、
全
庁
的
に

導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
負
担
の
軽
減
が

問　
総
務
省
で
は
地
方
公

務
員
の
地
域
貢
献
活
動
休

暇
を
創
設
で
き
る
と
し
て

い
る
が
町
の
考
え
は
。

総
務
課
長　
社
会
的
貢
献

度
の
高
さ
が
公
務
員
を
志

望
す
る
理
由
の
1
つ
で
あ

る
こ
と
は
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
が
地
域
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
区
や
P
T
A
等

の
担
い
手
不
足
解
消
に
つ

な
が
り
、
職
員
が
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
業
務
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。
休
暇
等
に
関
す

る
規
則
の
見
直
し
も
含
め

調
査
研
究
を
進
め
る
。

問　
生
理
休
暇
取
得
率
は
。

総
務
課
長　
6
年
度
中
に

生
理
休
暇
を
取
得
し
た
一

般
事
務
職
の
職
員
は
2
名

で
取
得
者
率
は
2
・
2
％
。

問　
「
生
理
休
暇
」
と
い

う
名
称
は
直
接
的
で
言
い

出
し
づ
ら
い
側
面
が
あ
る

と
思
う
が
、
名
称
変
更
は

い
か
が
か
。

総
務
課
長　
さ
ま
ざ
ま
な

呼
び
方
を
し
て
い
る
民
間

「地域貢献活動休暇」
導入の考えは

総務課長総務課長
休暇等に関する規則の見直しも含め、調査研究を進める

金
か な

山
や ま

 のぞみ 議員

公
務
員
へ
の
志
望
を
継
続
し
て
考
え
る
方
は
、
住
民
・
社
会

へ
の
貢
献
意
欲
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る

（
２
０
２
５
年
卒
大
学
生
公
務
員
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
よ
り
）

一口
メモ

ダブルアサインメントとは…１つの業務の担当者を１人だけの専属ではなく、ペア
を組んで担当する働き方のことです。

一
般
質
問

令和７年４月25日　第146号17



一 般 質 問

一口
メモ

を
無
料
化
す
る
考
え
は
。

住
民
課
長　
福
祉
医
療
シ

ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
８

年
度
に
予
定
し
て
お
り
、

9
年
度
か
ら
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

窓
口
負
担
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
少
し
で
も
早
く
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
な
く

て
も
実
施
で
き
る
方
法
を

研
究
す
る
。

戦
後
戦
後
8080
年
、記
念
行

年
、記
念
行

事
を
す
る
考
え
は

事
を
す
る
考
え
は

問　
戦
後
80
年
。
当
町
は

恒
久
平
和
の
理
念
に
よ
る

国
際
親
善
文
化
観
光
都
市

建
設
法
が
昭
和
26
年
に
制

定
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
浅

間
山
米
軍
演
習
地
化
反
対

運
動
が
あ
っ
た
。
記
念
す

る
催
し
物
を
す
る
計
画
は
。

総
合
政
策
課
長　
継
承
の

重
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

昨
年
度
に
記
念
行
事
と
し

て
文
化
講
座
を
開
催
し
た
。

稲
作
農
家
の
平
均
時
給
が

１
０
０
円
と
な
り
稲
作
を

や
め
て
い
る
。
一
方
、
学

校
給
食
な
ど
と
契
約
を
し

て
買
い
支
え
る
自
治
体
も

あ
る
。
地
産
地
消
で
経
済

や
教
育
等
へ
の
好
循
環
の

仕
組
み
へ
の
見
解
は
。

観
光
経
済
課
長　
生
産
枠

拡
大
の
見
通
し
が
つ
け
ば
、

地
区
や
地
権
者
の
要
望
を

踏
ま
え
基
盤
整
備
等
も
検

討
し
、
一
定
の
収
量
が
見

込
ま
れ
る
な
ら
、
教
育
委

員
会
と
購
入
の
仕
組
み
づ

く
り
も
協
議
し
た
い
。

　
　子

ど
も
医
療
費
、
窓

子
ど
も
医
療
費
、
窓

口
完
全
無
料
化
の
実

口
完
全
無
料
化
の
実

施
は
施
は

問　
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
の
窓
口
完
全
無
料

化
を
松
本
市
、
長
野
市
、

立
科
町
な
ど
半
数
の
自
治

体
で
実
施
す
る
。
県
の
助

成
拡
大
が
追
い
風
だ
。
県

の
調
査
で
も
貧
困
の
た
め

受
診
控
え
が
あ
る
。
１
レ

セ
プ
ト
あ
た
り
５
０
０
円

農
業
委
員
会
長　
昨
年
12

月
に
県
農
業
再
生
協
議
会

の
佐
久
地
方
部
委
員
会
に

お
い
て
、
町
の
生
産
目
安

値
の
拡
大
要
望
を
訴
え
た
。

今
後
も
稲
作
の
規
模
拡
大

を
す
る
生
産
者
が
あ
れ
ば

増
産
枠
の
要
望
を
し
た
い
。

問　
少
し
余
れ
ば
安
く
買

い
た
た
か
れ
る
。
５
年
は

町でも主食用米の増産枠を
訴えるチャンスではないか

農業委員会長農業委員会長

県農業再生協議会で生産目安値の拡大要望をした
中
な か

澤
ざ わ

 睦
む つ

夫
お

 議員

問　
コ
メ
不
足
で
異
常
な

価
格
高
騰
に
な
っ
て
い
る
。

今
の
市
場
の
中
で
は
価
格

高
騰
は
収
ま
ら
ず
、
増

産
が
必
要
。
県
は
増
産
方

針
で
あ
り
、
町
で
も
食
味

の
良
い
お
米
が
で
き
る
こ

と
を
紹
介
し
て
主
食
用
米

の
増
産
す
る
枠
を
訴
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

県農業再生協議会とは…コメの生産量は、国からの需給情報をもとに各県が生産
量目安を決めます。その場が行政側と農協でつくる農業再生協議会です。

ヨシを刈り払い保全してある発地の水田。活用が期待できます
一口
メモ

一
般
質
問
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で
あ
り
、
高
い
の
で
は
。 

答　
昨
年
か
ら
技
術
者
単

価
が
６
％
位
上
が
っ
て
い

る
。
事
業
に
関
わ
る
人
数

も
見
直
し
さ
れ
増
え
て
お

り
金
額
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
公
民
館
は
手
が
か
か

り
庁
舎
よ
り
高
い
単
価
に

な
る
。
２
名
の
町
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
金
額
は
妥
当
と

の
見
解
で
あ
る
。

中
庭
の
あ
る
庁
舎
案

中
庭
の
あ
る
庁
舎
案

問　
中
庭
を
設
け
た
際
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
①
災
害
時
の
避
難
経

路
を
確
保
で
き
る
。
②
す

べ
て
の
部
屋
で
採
光
を
確

保
で
き
る
。
③
自
然
の
風

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に
も

つ
な
が
る
。
④
議
会
棟
の

入
り
口
を
２
箇
所
設
け
ら

れ
独
立
性
・
安
全
性
を
担

保
で
き
る
。

問　
外
壁
が
増
え
長
方
形

よ
り
コ
ス
ト
高
で
は
。

答　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

基
本
設
計
に
向
け　

基
本
設
計
に
向
け　

議
会
棟
の
方
針
を

議
会
棟
の
方
針
を

決
定
決
定

　
町
よ
り
議
会
棟
面
積
の

縮
減
に
つ
い
て
打
診
が
あ

り（
議
会
だ
よ
り
１
４
５

号 
P
７
参
照
）委
員
間
で

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
現
状
と
同
じ
く

議
場
は
段
床
式
で
固
定
式
、

独
立
し
た
大
小
計
２
部
屋

の
委
員
会
室
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お

多
目
的
利
用
他
に
つ
い
て

は
継
続
審
議
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

議
　
場

◯
重
要
な
審
議
を
す
る
場

で
あ
り
会
議
参
加
者
を

視
認
し
や
す
い
よ
う
段

床
式（
す
り
鉢
型
）と
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
手
す
り

等
設
置
し
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

◯
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
使

用
で
は
電
池
交
換
も
必

要
で
切
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
有
線
マ
イ
ク
に
す

る
必
要
が
あ
り
机
は
固

定
式
に
す
る
。

委
員
会
室

◯
現
在
２
委
員
会
室
を
同

時
使
用
す
る
機
会
は
少

な
い
が
、
行
政
の
会
議

や
審
議
会
等
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

２
つ
の
委
員
会
室
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。

◯
隣
の
声
が
聞
こ
え
な
い

配
慮
の
た
め
２
つ
の
委

員
会
室
は
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
ら
ず
独

立
し
た
部
屋
が
良
い
。

基
本
設
計
委
託
費

基
本
設
計
委
託
費

２
億
３
千
万
円

問　
算
出
根
拠
は
。

答　
国
土
交
通
省
の
基
準

に
基
づ
い
て
い
る
。

問　
２
月
に
落
札
済
み
の

明
石
市
庁
舎
は
基
本
・
実

施
設
計
合
わ
せ 

税
込
２ 

億
２
千
万
円
で
延
床
面
積

２
万
㎡
超
で
あ
る
。
町
は

複
合
施
設
も
含
め
９
千
㎡

ス
ト
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が

な
い
。
コ
ス
ト
増
よ
り
自

然
採
光
や
風
通
し
の
良
さ

な
ど
利
用
者
が
健
康
的
に

過
ご
せ
る
庁
舎
と
し
た
い
。

問　
町
の
雪
害
や
水
害
に

対
応
で
き
る
の
か
。

答　
町
の
過
去
の
大
雪
や

水
害
も
十
分
理
解
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
も

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

0
・
5
〜
３
m
の
水
害
で

耐
え
ら
れ
る
高
さ
を
確
保

す
る
。

委員会リポート

特別委員会

庁舎改築周辺
整備事業検討基本設計に向け基本設計に向け

　議会棟や中庭案を議論　議会棟や中庭案を議論

委
員
間
で
協
議

当
初
予
算
で
の
質
疑

設
計
者
と
の
懇
談

庁舎複合施設　平面イメージ図案の比較

イニシャルコスト指数（建設費）
（中庭案を100とする） 95 100 ※ライフサイクルコスト指数：建物を

新築してから解体するまでにかか
る全費用（光熱水、維持管理修繕
費が約6割を占める）

ライフサイクルコスト指数（※）
（中庭案を100とする） 99 100

中庭案長方形案

基本計画策定が完了基本計画策定が完了

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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１～３月定例会 議決結果をお知らせします
議案番号等 議　案　名
議案第 1 号 令和6年度町単町営旧軽井沢駐車場平面化工事変更請負契約の締結について
議案第 3 号 令和6年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第3号）
議案第 4 号 軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
議案第 5 号 令和6年度軽井沢町一般会計補正予算（第9号）
議案第 6 号 令和6年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第4号）
議案第 7 号 令和6年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第4号）
議案第 8 号 令和6年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第4号）
議案第 9 号 令和6年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
議案第10号 軽井沢の自然環境と景観を守るための宣言の表明について
議案第11号 軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
議案第12号 軽井沢町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正について
議案第13号 軽井沢町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
議案第14号 軽井沢町町営住宅に関する条例の一部改正について
議案第15号 軽井沢町営駐車場条例の一部改正について
議案第16号 軽井沢町都市公園条例の一部改正について
議案第17号 軽井沢町町道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正について
議案第18号 軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
議案第19号 軽井沢町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

議案第20号 軽井沢町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について

議案第21号 令和6年度軽井沢町一般会計補正予算（第10号）
議案第22号 令和6年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第5号）
議案第23号 令和6年度軽井沢町駐車場特別会計補正予算（第5号）
議案第24号 令和6年度軽井沢町介護保険特別会計補正予算（第5号）
議案第25号 令和6年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）
議案第26号 令和6年度軽井沢町水道事業会計補正予算（第1号）
議案第27号 令和6年度軽井沢町下水道事業会計補正予算（第2号）
議案第28号 令和7年度軽井沢町一般会計予算
議案第29号 令和7年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計予算
議案第30号 令和7年度軽井沢町駐車場特別会計予算
議案第31号 令和7年度軽井沢町介護保険特別会計予算
議案第32号 令和7年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計予算
議案第33号 令和7年度軽井沢町水道事業会計予算
議案第34号 令和7年度軽井沢町下水道事業会計予算
諮問第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について
同意第 １ 号 監査委員の選任について
発委第 １ 号 軽井沢町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について
発委第 2 号 軽井沢町議会傍聴規則の一部改正について

全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ
れ
た
議
案
等 議

決
結
果
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意
見
の
分
か
れ
た
議
案
等

議席番号

1
　
金
山
の
ぞ
み

2
　
小
林
　
天
馬

3
　
小
山
　
裕
嗣

4
　
眞
島
　
聡
子

5
　
福
本
　
　
修

6
　
中
澤
　
睦
夫

7
　
押
金
　
洋
仁

8
　
寺
田
和
佳
子

9
　
利
根
川
泰
三

10
　
遠
山
　
隆
雄

11
　
横
須
賀
桃
子

12
　
川
島
さ
ゆ
り

13
　
土
屋
　
好
生

14
　
佐
藤
　
幹
夫

15
　
市
村
　
　
守

16
　
佐
藤
　
敏
明

議決結果

議案第�2�号 × × 〇 〇 〇 〇 × × ×議
長 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決（９：６）

議案第35号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（14：1）

陳情第15号 × 〇 × × × 〇 × × ×議
長 × × × × × × 不採択（2：13）

議案第36号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（14：1）

議案第37号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（14：1）

同意第�２�号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（14：1）

（〇は賛成、×は反対、議長は採決には加わりません）

議案第 ２ 号 令和６年度軽井沢町一般会計補正予算（第８号）
議案第３５号 令和７年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計予算
陳情第１５号 国保制度の改善を求める陳情書
議案第３６号 令和７年度軽井沢町一般会計補正予算（第１号）
議案第３７号 令和７年度軽井沢町国民健康保険軽井沢病院事業会計補正予算（第１号）
同意第 2 号 副町長の選任について

議案 第２号　矢ケ崎公園駐車場測量設計業務委託に対する討論
　矢ケ崎公園は町全体のイメージ向上に役立っている。魅力づくりのために懇
談会等多くの時間と労力が注がれてきたが駐車場拡張を望む声はない。長期駐
車も多く実態を踏まえた駐車料金の見直しもされないままである。

反対討論反対討論
押金 洋仁

陳情 第15号　国保制度の改善を求める陳情書
賛成討論賛成討論
中澤 睦夫

　国民健康保険制度は年金生活者や非正規労働者が多く改善には公費投入しか
ない。１兆円の積み増しで中小企業がつくる協会けんぽ並みにできる。全国知
事会は同趣旨の要望を続けている。所得の再分配機能を発揮すべき。

反対討論反対討論
福本　修

　大切なのは国保制度を持続させること。苦しくても保険料を納付している方
がいる一方、払わなくても、払っている方と同等の権利を求める趣旨の本陳情
を採択すれば不公平が生まれ、制度そのものの持続が危うくなる。

議案 第35号　病院会計予算に対する討論
賛成討論賛成討論
小林 天馬

　ストレッチがかかった医業収益予算と過去最大補助金13億円をもってしても
ギリギリの期末残高。収益や会計の改善や見える化、医療コンサルのさらなる
活用でこれ以上の補助金がなく運営されることを前提に賛成する。

　13億円という過去最高の補助金を投入するのに根本的な経営改善策が示され
ない。また、町長が記者会見で過年度処理完了を表明したにも関わらず、予算
の基礎となる財務数字が議会説明なく修正され、信頼性に欠ける。

反対討論反対討論
寺田 和佳子

意
見
の
分
か
れ
た
議
案
・
陳
情
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議　
　
長�

遠
山　
隆
雄

委
員
長�

利
根
川
泰
三

副
委
員
長�

眞
島　
聡
子

委　
　
員�

金
山
の
ぞ
み

�

小
林　
天
馬

�

福
本　
　
修

�

押
金　
洋
仁

�

横
須
賀
桃
子

�

土
屋　
好
生

　
４
月
は
新
た
な
出
発
の
時
で
あ
り

別
れ
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。
広
報
広

聴
常
任
委
員
も
５
月
で
改
選
と
な
り
、

現
メ
ン
バ
ー
で
の
制
作
は
今
号
で
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
当
委
員
会
は
、

広
報
部
門
の「
議
会
だ
よ
り
」作
成
と

広
聴
部
門
の「
議
会
と
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」の
開
催
等
あ
り
委
員
会

回
数
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
各
施
策
に
様
々
な
意
見
を
出

し
合
い
原
稿
を
作
り
上
げ
て
い
く
編

集
過
程
は
、
議
員
力
を
高
め
ら
れ
る

学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
か
に
住
民
の
皆
さ
ま
に
必
要
な

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
届
け
ら
れ
る

か
を
考
え
作
成
し
て
い
る
議
会
だ
よ

り
を
、
今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。（
眞
島　
聡
子
）

６月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、５月19日（月）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議（９月）での取り扱いとなり
ますので、あらかじめご了承ください。またメールでも提出できるようになりました。

請願・陳情の請願・陳情の
お知らせお知らせ

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会
～ 2 年 の 歩 み ～～ 2 年 の 歩 み ～

　①住民参加の充実 ②議会ICT化の充実 ③議員相互間の自由討議を調査項目として発足した今回の
議会活性化特別委員会は２年間の任期を終えました。具体的な取り組みをいくつか紹介します。

　議場に来なくても傍聴できることで、より多
くの方に議会を理解していただく機会の提供と
なりました。

累計再生回数：1799回（6年中）

本会議ライブ配信（字幕付き）開始
　メロディコマカロンコンサートと軽井沢高校生による
報告会を開催しました。高校生からは年に一度といわず
もっと開催して欲しいと嬉しいリスエストも。「議場で
MOTTO!」は、これをきっかけに普段縁遠かった皆さま
に議場へ足を運んでいただくことを目的にしています。

「議場でMOTTO!」
（旧称議場コンサート）を毎年開催

　高校生たちから直接聞いた意見・提案には今後の
議会活動に活かせる貴重なものが多くありました。
1年目は軽井沢高校にて、2年目は議場での開催。

「軽井沢高校タウンミーティング」を
毎年開催

　紙との併用を経て「ペーパーレス化を完全実施」しました。
傍聴者の方にはタブレットを貸し出して資料を閲覧していた
だくことになりました。予算書などのデジタル化によって
ページを探しやすいという声もいただき、議員のみならず傍
聴者の皆さまにとっても利便性の向上となりました。

タブレット端末、
ペーパーレス会議システムを導入
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